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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力信号と聴取環境において複数の空間的に多様な変換器とを有するサラウンド
・サウンド・システムの単一の制御装置による制御方法であって、
　それぞれが制御に関する異なる位置範囲に対応する複数の制御領域を規定するステップ
と、
　前記制御が前記複数の制御領域の内第１制御領域内の場合、複数の入力信号の内少なく
とも１つの他の入力信号に対する相対的強度を調節するステップと、
　前記制御が前記複数の制御領域の内第２制御領域内の場合、前記複数の空間的に多様な
変換器の内少なくとも１つの他の変換器に対する相対的出力レベルを調節するステップで
あって、前記空間的に多様な変換器の少なくとも１つの出力レベルが、前記入力信号の内
少なくとも２つの成分を含む、ステップと、
を含み、
　前記第１制御領域はサラウンド・レベル制御領域から成り、前記サラウンド・レベル制
御領域において動作しているときに、少なくとも１つのサラウンド信号の相対的強度を調
節し、
　前記第２制御領域は前後フェーディング制御領域から成り、前記第２制御領域において
動作しているときに少なくとも１つの変換器の他の変換器に対する相対的出力レベルを調
節し、
　前記制御が前記複数の制御領域のどこの位置にあるかは、前記単一の制御装置によって
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選択されることを特徴とするサラウンド・サウンド・システムの制御方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記第１制御領域および前記第２制御領域は、離散サラ
ウンド・サウンド・レベル制御領域と、前方フェーディング制御領域および後方フェーデ
ィング制御領域の内少なくとも１つとを含む、方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、前記第２制御領域は、前方フェーディング制御領域およ
び後方フェーディング制御領域双方を含み、第１遷移領域が前記サラウンド・サウンド・
レベル制御領域を前記前方フェーディング制御領域から分離し、第２遷移領域が前記サラ
ウンド・サウンド・レベル制御領域を前記後方フェーディング制御領域から分離する、方
法。
【請求項４】
　請求項３記載の方法において、前記第１遷移領域は、前記調節した入力信号を前記サラ
ウンド・サウンド・レベル制御領域から前記前方フェーディング制御領域まで遷移させる
ために複数の位置を含み、前記第２遷移領域は、前記調節した入力信号を前記サラウンド
・サウンド・レベル制御領域から前記後方フェーディング制御領域まで遷移させるために
複数の位置を含む、方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、前記第１制御領域および前記第２制御領域を、更に、制
御装置と関連する複数の位置に分割する、方法。
【請求項６】
　請求項５記載の方法において、隣接する位置を離散ステップ・サイズだけ分離する方法
。
【請求項７】
　請求項６記載の方法において、前記離散ステップ・サイズは、調節した入力信号強度の
、元の入力信号強度に対する変化の所定値に対応する、方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、前記選択した入力信号の相対的強度を調節するステップ
は、更に、
　前記選択した入力信号に対応する制御パラメータを得るステップと、
　前記制御パラメータに基づいて、前記選択した入力信号の信号強度を調節するステップ
と、
を含む方法。
【請求項９】
　請求項８記載の方法において、前記制御パラメータをテーブルに格納する方法。
【請求項１０】
　請求項８記載の方法において、制御パラメータを得るステップは、更に、所定の判断基
準を満たすように前記制御パラメータを設定するステップを含む方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の方法において、前記所定の判断基準は、知覚される音質の最適化に関
する方法。
【請求項１２】
　請求項１１記載の方法において、前記所定の判断基準は、システム出力レベル全体の一
定維持に関する方法。
【請求項１３】
　請求項１記載の方法において、前記第２制御領域を更に後方フェーディング制御領域お
よび前方フェーディング制御領域に分割する、方法。
【請求項１４】
　複数の入力信号と、聴取環境内において複数の空間的に多様な変換器とを有するサラウ
ンド・サウンド・システムのフェーディングおよびサラウンド・レベルを単一の制御装置
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により制御するシステムであって、
　複数の制御領域の範囲内で位置を選択するためのものであるとともに、前記単一の制御
装置を構成するコントローラと、
　複数の入力信号の相対的強度を調節するための複数の制御パラメータを格納するメモリ
であって、複数の制御領域の第１制御領域および第２制御領域における複数の規定位置に
応じて前記制御パラメータをインデックス化した、メモリと、
　前記コントローラが前記第１制御領域の位置にあるときに、前記制御パラメータに基づ
いて前記複数の入力信号の各々を処理し、処理した各信号を対応する変換器に供給するよ
うに動作可能な信号プロセッサと、
を備え、
　前記複数の制御領域のそれぞれは、制御に関する異なる位置範囲に対応し、
　前記信号プロセッサは、前記コントローラが前記第２制御領域の位置にあるときに、前
記制御パラメータに基づいて前記入力信号の内少なくとも２つを混合し、各変換器毎に混
合信号を発生し、前記混合信号を前記対応する変換器に供給するように動作可能であり、
　前記第１制御領域は、少なくとも１つのサラウンド信号の相対的強度を調節するサラウ
ンド・レベル制御領域から成り、
　前記第２制御領域は、前方変換器集合と後方変換器集合との間で相対的出力レベルを調
節する前後フェーディング制御領域から成ることを特徴とするサラウンド・サウンド・シ
ステムのフェーディングおよびサラウンド・レベルを制御するシステム。
【請求項１５】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記聴取環境は、自動車聴取環境から成るシステ
ム。
【請求項１６】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記聴取環境は部屋から成るシステム。
【請求項１７】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記信号プロセッサは、少なくとも１つの入力信
号を選択し、該選択した入力信号の強度を調節することによって、前記入力信号の各々を
処理するように動作可能である、システム。
【請求項１８】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記コントローラは、前記複数の制御領域におい
て規定した複数の位置の１カ所に合わせて調整するように動作可能である、システム。
【請求項１９】
　請求項１８記載のシステムにおいて、前記コントローラは遠隔コントローラから成るシ
ステム。
【請求項２０】
　請求項１８記載のシステムにおいて、前記コントローラを前記聴取環境内に配備するシ
ステム。
【請求項２１】
　請求項１８記載のシステムにおいて、前記コントローラは、回転スイッチ・コントロー
ラおよび増減コントローラの一方から成る、システム。
【請求項２２】
　請求項１４記載のシステムにおいて、前記第２制御領域を、更に、フロント－リア後方
フェーディング制御領域とリア－フロント前方フェーディング制御領域とに分割する、シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオ・システムに関し、更に特定すれば、サラウンド・サウンド・オ
ーディオ・システムのフェーディング(fading)および信号レベル制御に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　サラウンド・サウンド機構(surround sound feature)を有するオーディオ・システムが
、劇場、家庭用娯楽（ホーム・エンターテインメント）システム、および自動車に広く普
及している。一般に、サラウンド・サウンド機能は、音楽、映画のサウンドトラック、お
よびその他のオーディオ演奏に伴う聴覚的刺激を増大させることによって、全体的な聴取
体験を良好なものにする。サラウンド・サウンド性能を得るには、空間的に多様な（分散
した）１組のスピーカを用いる。通例では、主（または前方）スピーカを聴取者または視
聴者の前に配置し、サラウンド・サウンド・スピーカを聴取者または視聴者の後方および
／または側方に配置する。オーディオ入力のサラウンド・サウンド処理によって、各スピ
ーカに送られる信号を制御し、各スピーカに異なるオーディオ出力を生成させる。その結
果、聴取者は、サウンドに取り囲まれているように思える感覚および／または特定の方向
からサウンドが発しているような感覚を体験することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　単一の制御装置を用いて、多数の入力信号および多数の空間的に多様な（分散した）変
換器（トランスデューサ）を含むサラウンド・システムを制御するシステムおよび技法を
提供する。制御装置の動作範囲は、２つ以上の制御領域に分割することができる。各領域
は、異なる制御機能と対応することができる。一実施態様では、第１制御領域では、１つ
以上のオーディオ前方（フロント）ソース信号に対する１つ以上のオーディオ・サラウン
ド・ソース信号の強度を制御することができる。第２制御領域では、オーディオ・サラウ
ンド・ソース信号およびオーディオ前方ソース信号の相対的強度の制御に加えて、オーデ
ィオ・サラウンド・ソース信号およびオーディオ前方ソース信号のミキシングも制御する
ことができる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　多面的な態様の１つでは、多数の入力信号および多数の空間的に多様な（分散した）変
換器を有するサラウンド・サウンド・システムの制御システムおよび技法は、第１制御領
域および第２制御領域を規定することを含む。第１制御領域において動作する場合、第１
組の機能を適用する。即ち、空間的に多様な変換器の各々に対して、入力信号を選択し、
選択した入力信号の相対的強度を調節し、調節した入力信号を変換器に印加する。第２制
御領域において動作する場合、第２組の機能を実行する。即ち、空間的に多様な変換器の
各々に対して、２つ以上の入力信号を選択し、選択した入力信号の相対的強度を調節し、
調節した入力信号を混合し、混合した入力信号を変換器に印加する。
【０００５】
　実施態様には、以下の特徴の１つ以上を含むことができる。例えば、第１制御領域およ
び第２制御領域は、離散（ディスクリート）サラウンド・サウンド・レベル制御領域や、
前方フェーディング制御領域および／または後方フェーディング制御領域を含むことがで
きる。第１遷移領域が、サラウンド・サウンド・レベル制御領域を前方フェーディング制
御領域から分離することができ、第２遷移領域がサラウンド・サウンド・レベル制御領域
を後方フェーディング制御領域から分離することができる。第１遷移領域は、調節した入
力信号をサラウンド・サウンド・レベル制御領域から前方フェーディング制御領域まで遷
移するために多数の位置を含むことができ、第２遷移領域は、調節した入力信号をサラウ
ンド・サウンド・レベル制御領域から後方フェーディング制御領域まで遷移するために多
数の位置を含むことができる。
【０００６】
　第１制御領域および第２制御領域は、更に、制御装置に合わせて多数の可能な位置に分
割することもできる。隣接する位置は、離散ステップ・サイズだけ分離することができる
。離散ステップ・サイズは、調節した入力信号強度の当初の入力信号強度に対する変化の
所定値を表すことができる。選択した入力信号の相対強度の調節は、更に、選択した入力
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信号に対応する制御パラメータを取得し、この制御パラメータに基づいて選択した入力信
号の信号強度を調節することを含むこともできる。制御パラメータは表（テーブル）に格
納することができる。制御パラメータの取得は、所定の判断基準を満たすように制御パラ
メータを設定することを含むことができ、判断基準は、知覚される音質の最適化および／
または全体的なシステム出力レベルの一定維持に関連付けることができる。
【０００７】
　多面的な態様の別の１つでは、複数の入力信号と聴取環境において複数の空間的に多様
な変換器とを有するサラウンド・サウンド・システムの制御システムおよび方法は、複数
の制御領域を規定することを含むことができる。第１制御領域において動作している場合
、複数の入力信号の内１つ以上の信号の他の入力信号に対する相対的強度を調節すること
ができる。第２制御領域において動作している場合、１つ以上の空間的に多様な変換器の
相対的出力レベルを調節することができる。第２制御領域において動作している場合、空
間的に多様な変換器の１つ以上の出力レベルは、入力信号の内２つ以上の成分を含むこと
ができる。
【０００８】
　実施態様では、以下の特徴の１つ以上を含むことができる。例えば、第１制御領域はサ
ラウンド・レベル制御領域を含むことができる。サラウンド・レベル制御領域において動
作しているときには、１つ以上のサラウンド信号の相対的強度を調節することができる。
第２制御領域は前後フェーディング制御領域を含むことができる。第２制御領域において
動作しているときには、１つ以上の変換器の他の変換器に対する相対的出力レベルを調節
することができる。更に、第２制御領域を、後方フェーディング制御領域および前方フェ
ーディング制御領域に分割することもできる。
【０００９】
　多面的な態様の別の１つでは、複数の入力信号と、聴取環境内において複数の空間的に
多様な変換器とを有するサラウンド・サウンド・システムのフェーディングおよびサラウ
ンド・レベルを制御するシステムを提供することができる。このシステムは、複数の入力
信号の相対的強度を調節するために用いられる複数の制御パラメータを格納するメモリを
含むことができる。制御パラメータは、第１制御領域および第２制御領域において規定し
た位置に応じてインデックス化（指標付け）することができる。また、このシステムは、
第１制御領域および第２制御領域において動作するコントローラを含むことができる。信
号プロセッサは、コントローラが第１制御領域において動作しているときに、制御パラメ
ータに基づいて複数の入力信号の各々を処理し、処理した各信号を対応する変換器に供給
するように動作可能とすることができる。また、信号プロセッサは、コントローラが第２
制御領域において動作しているときに、制御パラメータに基づいて入力信号の内２つ以上
を混合し、各変換器毎に混合信号を発生し、混合信号を対応する変換器に供給するように
動作可能とすることもできる。
【００１０】
　実施態様では、以下の特徴の１つ以上を含むことができる。例えば、聴取環境は、自動
車聴取環境または（例えば、劇場、家庭、またはその他の建物内の）部屋とすることがで
きる。信号プロセッサは、１つ以上の入力信号を選択し、選択した入力信号の強度を調節
することによって、入力信号の各々を処理するように動作可能とすることができる。コン
トローラは、制御領域において規定した位置に適合するように動作可能とすることができ
る。コントローラは遠隔コントローラで構成することができる。コントローラを聴取環境
内に配備するもできる。コントローラは、回転（ロータリー）スイッチ・コントローラま
たは増減（インクリメント／デクリメント）コントローラで構成することができる。
【００１１】
　多面的な態様の別の１つでは、複数の入力信号と、聴取環境において複数の空間的に多
様な変換器とを有するサラウンド・サウンド・システムは、複数の制御領域において動作
するコントローラを含むことができる。制御コントローラが第１制御領域において動作し
ているときに、１つ以上の入力信号の他の入力信号に対する相対的強度を調節する信号プ
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ロセッサを備えることができる。信号プロセッサは、更に、コントローラが第２制御領域
において動作しているときに、１つ以上の変換器の他の変換器に対する相対的出力レベル
を調節することができる。コントローラが第２制御領域において動作しているときに、１
つ以上の変換器の相対的出力レベルは、入力信号の内２つ以上を含むことができる。
【００１２】
　実施態様では、以下の特徴の１つ以上を含むことができる。例えば、第１制御領域は、
１つ以上のサラウンド信号の相対的強度を調節するサラウンド・レベル制御領域を含むこ
とができる。第２制御領域は、前方（フロント）変換器集合（フロント・セット）と後方
（リア）変換器集合（リア・セット）との間で相対的出力レベルを調節する前後(フロン
ト・リア)フェーディング制御領域を含むことができる。更に、第２制御領域を、前－後
（フロント－リア）後方フェーディング制御領域と後－前（リア－フロント）前方フェー
ディング制御領域とに分割することができる。コントローラは、遠隔コントローラとする
ことができ、聴取環境内に配備することができる。
【００１３】
　多面的な態様の別の１つでは、複数の入力信号と複数の空間的に多様な変換器とを有す
るサラウンド・サウンド・システムの制御システムおよび方法は、制御装置のために第１
制御領域および第２制御領域を規定し、複数の入力信号を受けるようにすることができる
。制御装置が第１制御領域において動作しているとき、第１組の機能を実行することがで
きる。即ち、入力信号の第１部分集合を入力信号の第２部分集合に対して調節することに
よって、入力信号の相対的強度を選択的に調節することができる。調節した入力信号を複
数の変換器に印加することができ、変換器の各々は対応する数の入力信号を受けることが
できる。制御装置が第２制御領域において動作しているとき、第２組の機能を実行するこ
とができる。入力信号の相対的強度を選択的に調節することができ、調節した入力信号を
複数の変換器に印加することができる。変換器の１つ以上は、制御装置が第１制御領域に
おいて動作しているときとは異なる数の入力信号を受けることができる。
【００１４】
　実施態様では、以下の特徴の１つ以上を含むことができる。例えば、入力信号の第１部
分集合は、１つ以上のサラウンド・オーディオ・ソース信号を含むことができ、入力信号
の第２部分集合は１つ以上の前方オーディオ・ソース信号を含むことができる。変換器は
、１つ以上の前方変換器と１つ以上のサラウンド変換器とを含むことができる。制御装置
が第１制御領域において動作しているとき、各前方変換器が１つ以上の前方オーディオ・
ソース信号を受けることができ、各サラウンド変換器が１つ以上のサラウンド・オーディ
オ・ソース信号を受けることができる。制御装置が第２制御領域において動作していると
き、１つ以上の前方変換器は、１つまたは複数の前方オーディオ・ソース信号および１つ
または複数のサラウンド・オーディオ・ソース信号の成分を受けることができる。加えて
、または代替案として、制御装置が第２制御領域において動作しているとき、１つ以上の
サラウンド変換器が、１つまたは複数の前方オーディオ・ソース信号および１つまたは複
数のサラウンド・オーディオ・ソース信号の成分を受けることができる。
【００１５】
　多面的な態様の更に別の１つでは、複数の入力信号と複数の空間的に多様な変換器とを
有するサラウンド・サウンド・システムの制御システムおよび方法は、制御装置のために
第１制御領域および第２制御領域を規定し、複数の入力信号を受けるようにすることがで
きる。制御装置が第１制御領域において動作しているとき、第１数の入力信号の相対的強
度を選択的に調節することができ、調節した入力信号を変換器に印加することができる。
制御装置が第２動作領域において動作しているとき、第２の異なる数の入力信号の相対的
強度を選択的に調節することができ、調節した入力信号を複数の変換器に印加することが
できる。
【００１６】
　実施態様では、以下の特徴の１つ以上を含むことができる。例えば、第１数の入力信号
は、１つ以上のサラウンド・オーディオ・ソース信号を含むことができる。第２数の入力
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信号は、１つ以上のサラウンド・オーディオ・ソース信号と、１つ以上の前方オーディオ
・ソース信号とを含むことができる。制御装置が第２制御領域において動作しているとき
に調節した入力信号を複数の変換器に印加する際、１つ以上の調節したサラウンド・オー
ディオ・ソース信号と、１つ以上の調節した前方オーディオ・ソース信号をサラウンド変
換器に印加するようにすることができる。また、制御装置が第２制御領域において動作し
ているときに調節した入力信号を複数の変換器に印加する際、１つ以上の調節したサラウ
ンド・オーディオ・ソース信号と、１つ以上の調節した前方オーディオ・ソース信号を前
方変換器に印加するようにすることができる。
【００１７】
　１つ以上の実施態様の詳細について、添付図面に示すとともに以下に説明する。その他
の特徴、目的、および利点は、説明および図面、ならびに特許請求の範囲から明白になる
であろう。
【００１８】
　種々の図面における同様の参照符号は、同様のエレメントを示すこととする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
車両における典型的なサラウンド・サウンドの応用では、一般に、車両の前方および後方
の間で音像(audio image)を徐々に増減することができ、サラウンド信号のレベルのよう
な、独立した信号の相対的なレベルを調節することができると有用である。
【００２０】
　ここでは、多数のオーディオ機能を調節するために自由度１（ＤＯＦ：degree of free
dom）の制御を備えたシステムおよび技法について説明する。即ち、第１組の信号（第１
信号集合）に対して第１制御位置範囲において第１機能を実行することができ、他の制御
位置範囲では他の信号集合に１つ以上の他の機能を実行することができる。各範囲におい
て制御する信号の数は、異なっていてもよい。
【００２１】
　一実施態様では、１つの制御装置を用いて、サラウンド信号レベルおよび画像フェーダ
機能性の双方を制御し、サラウンド・サウンドに応用することができる。制御装置は、第
１制御動作範囲においてサラウンド信号のレベル制御を行い、１つ以上の他の制御動作範
囲においてフェーダ機能を実行する。制御装置は、当該制御装置の動作範囲の一部におい
て１つまたは複数のサラウンド信号のみを処理し、動作範囲の他の部分ではサラウンド信
号およびその他の信号（例えば、左前方、中央、および右前方信号を含むことができる）
を処理する。制御装置は、自然にそして直観的に双方の機能を達成する。
【００２２】
　自動車の聴取環境を想定して、開示するシステムおよび技法について説明し図示する。
しかしながら、この技法は、リビングルーム（居間）、劇場等のような他の種類の聴取環
境にも適用可能である。
【００２３】
　図１は、車両聴取環境におけるマルチチャネル離散（ディスクリート）サラウンド・サ
ウンド・システムのブロック図を示す。サラウンド・サウンド・システム１５０は、左前
方（フロント・レフト：ＦＬ）チャネル１０、右前方（フロント・ライト：ＦＲ）チャネ
ル２０、中央（センター：Ｃ）チャネル３０、サラウンド左（サラウンド・レフト：ＳＬ
）チャネル４０、サラウンド右（サラウンド・ライト：ＳＲ）チャネル５０、およびバス
即ち低周波効果（ＬＦＥ）チャネル６０に対応する複数の離散サラウンド・サウンド・ソ
ース信号を用いる。６つのソース信号チャネルを図示し説明するが、ソース信号チャネル
の数は変更してもよい。例えば、サラウンド・システム１５０は、中央チャネル３０およ
び／またはＬＦＥチャネル６０を含まなくてもよい。あるいは、サラウンド・サウンド・
システム１５０は、サラウンド中央チャネル（図示せず）を含むこともできる。このよう
に、ソース信号チャネルの数は、６よりも少なくても、または６よりも多くてもよい。
【００２４】
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　信号プロセッサ７０が離散信号１０～６０を受け、信号１０～６０に対して処理を行う
。信号プロセッサ７０は、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）の形態またはアナログ回
路で実施することができる。信号プロセッサ７０は、種々の入力信号１０～６０に対して
１つ以上の機能を実行し、出力信号を生成する。信号プロセッサ７０が実行することがで
きる機能の１つに、信号利得の変更がある。信号プロセッサ７０は、選択した制御パラメ
ータに基づいて、信号１０～６０の１つ以上を減衰または増強(ブースト)することができ
る（絶対的または相対的のいずれでも可能である）。これについては以下で更に詳しく説
明する。
【００２５】
　信号プロセッサ７０が実行することができる別の機能に信号のミキシングがある。信号
１０～６０は、信号プロセッサ７０内部で何らかの方法で、可変の相対利得または絶対利
得で互いに混合することができる。信号のミキシングでは、入力として、複数の入力信号
を取り込み、これら入力信号の１つ以上の部分集合を互いに混合し、複数の出力信号を発
生する。ミキシングには、混合する入力信号の部分集合の相対的レベルを減衰または増強
すること、および調節した入力信号を互いに加算することも含んでもよい。出力信号の一
部または全部は、複数の（即ち、１つよりも多い）入力信号の成分を含むことができる。
入力信号の数は、出力信号の数とは異なってもよい。出力信号の数が入力信号の数よりも
少ない場合、このプロセスをダウン・ミキシングと呼ぶ。出力信号の数が入力信号の数よ
りも多い場合、このプロセスをアップ・ミキシングと呼ぶ。
【００２６】
　信号プロセッサ７０は、種々の入力信号に更に別の機能を実行して出力信号を生成する
こともできる。例えば、１対の信号間の差を取り、信号として出力することができる。こ
こに記載する技法は、入力信号に対して実行可能な機能には限定されず、用いることがで
きる入力信号や出力信号の数にも限定されない。
【００２７】
　所望の機能を実行した後、信号プロセッサ７０からの出力信号を、複数の空間的に多様
な（分散した）ラウドスピーカに選択的に送ることができる。ラウドスピーカは、左前方
スピーカ（ＦＬ－Ｓ）８０、中央スピーカ（Ｃ－Ｓ）９０、右前方スピーカ（ＦＲ－Ｓ）
１００、サラウンド左スピーカ（ＳＬ－Ｓ）１１０、低周波効果スピーカ（ＬＦＥ－Ｓ）
１２０、およびサラウンド右スピーカ（ＳＲ－Ｓ）１３０を含むことができる。種々のス
ピーカ８０～１３０は、車両１４０内に装備することができる。ソース信号の数と同様、
スピーカの数も６よりも少なくてもまたは多くてもよい。
【００２８】
　入力（ソース）信号群を調節するために用いることができる制御パラメータの値は、ラ
ウドスピーカの位置や、信号処理の目的がサラウンド・サウンド・レベルの制御かまたは
画像フェーディング制御かというような種々の要因に応じて選択することができ、ミキシ
ングを伴ってもまたは伴わなくても構わない。また、制御パラメータは、聴取環境の音響
特性に応じて変更することもできる。
【００２９】
　図２は、サラウンド・サウンド・システムにおいて用いることができる自由度１のコン
トローラの回転制御図を示す。しかしながら、説明する技法は、回転（ロータリー）制御
装置に制約される訳ではない。スライダ、または＋／－（増減制御）制御部(control set
)も実現可能である。制御装置は、アナログ信号即ち制御電圧を可変とするために、何ら
かの形式のポテンショメータを含むとよく、あるいは制御装置の位置または作動に応じて
ディジタル・コードを出力する、何らかの形式のエンコーダでもよい。ディジタル・エン
コーダ（回転式、線形、増減、またはその他の何らかの形式の制御装置とすることができ
る）を用いれば、ディジタル的（ＤＳＰ）実装が可能となる。
【００３０】
　制御装置は、遠隔制御部またはコントローラの形態とし、聴取環境内のいずれの場所に
も配備することができる。また、制御装置は、車両オーディオ・システムの制御インター
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フェース・ユニットのような、サラウンド・サウンド・システムの構成機器上に配置する
こともできる。簡略化のために、以下の説明では、回転制御装置の使用を想定するが、こ
の技法は、他の形式の制御装置と共に用いても同様に適用可能である。
【００３１】
　図２に示すように、回転制御装置の全制御領域は、複数の制御領域に分割されている。
図示の実施態様では、回転制御装置は５つの制御領域、時計回り方向に位置５および１１
の間にあるサラウンド・レベル制御領域２０５、時計回り方向に位置１２および１５の間
にある後方フェーディング制御領域２１０、時計回り方向に位置１および４の間にある前
方フェーディング制御領域２１５、時計回り方向に位置１１および１２の間にある第１遷
移領域２２０、および時計回り方向に位置４および５の間にある第２遷移領域２２５を含
む。制御領域を分割するには多数の方法があるが、説明する技法は、制御領域を分割する
態様には限定されない。例えば、サラウンド・サウンド・レベル制御領域２０５は、時計
回り方向に位置４および１２の間に位置することもでき、更に前方フェーディングおよび
後方フェーディング領域２１０および２１５も、対応して小さくすることができる。また
、制御領域は、図２に示すような対称的ではなく、非対称的に分割することもできる。用
いる調整ステップ数（図２には合計１５が示されている）の増減も可能である。実施態様
によっては、調整ステップ数を十分に大きくすれば、調整ステップの全範囲では生成され
るサウンドの相違には気がついても、隣接する同調ステップ間の差は事実上知覚されない
ようにすることができる。更に、実施態様によっては、遷移領域２２０および２２５を含
ませなくてもよく、あるいは１つのフェーディング制御領域のみを含んでもよい。
【００３２】
　代表的な例として、サラウンド・レベル制御領域２０５では、時計回り方向に１ステッ
プ回転する毎に、サラウンド信号レベルを１．５ｄＢだけ上昇させることができる。サラ
ウンド・レベル制御領域２０５は、同時に、単一のモノラル・サラウンド信号、１対のス
テレオ・サラウンド信号、またはマルチチャネル・サラウンド信号レベル（例えば、７．
１チャネル実装に見られるような、左サラウンド、左中央サラウンド、右中央サラウンド
、右サラウンド）を制御することができる。図２の例では、回転制御装置を位置５から位
置１１に時計回りに回転させることによって、合計９ｄＢ（６*１．５）のレベル変化（
上昇）を得ることができる。一実施態様では、位置８は、元の入力サラウンド信号に対し
て０ｄＢのサラウンド・レベル調節に対応することができ、位置１１は、位置８に対して
＋４．５ｄＢの調節に対応することができ（位置８から９までというような各ステップ毎
に、１．５ｄＢレベルが上昇する）、そして位置５は位置８に対して－４．５ｄＢの調節
に対応する（位置８から７までというような各ステップ毎に、１．５ｄＢレベルが低下す
る）。ここに記載するステップのサイズは、例示の目的で用いたのであり、実際の実施態
様では、必要に応じて可変とすることができる。加えて、ステップ変化毎のレベル変化は
一定でなくてもよい。位置８から位置９への移動時におけるレベル変化は、位置９から位
置１０への移動等におけるレベル変化とは異なってもよい。
【００３３】
　位置１２および位置１５間の後方フェーディング領域２１０では、後方スピーカ（ＳＬ
－Ｓ１１０、ＳＲ－Ｓ１３０、およびＬＦＥ－Ｓ１２０）に対する前方スピーカ（ＦＬ－
Ｓ８０、ＦＲ－Ｓ１００、およびＣ－Ｓ９０）の出力レベルを、各調整ステップ毎に調節
することもできる。この調節は、異なるスピーカに印加する信号を処理することによって
行うことができる。制御装置をその動作範囲の後方フェーディング領域２１０の部分で作
動させる場合、サラウンド・レベル制御領域２０５（例えば、位置５から１１までの範囲
）において動作する場合とは異なる機能を実行することができる。更に、後方フェーディ
ング制御領域２１０では、異なる信号集合を制御することができる（例えば、サラウンド
信号以上のレベルを調節することもできる）。
【００３４】
　例えば、後方フェーディング領域２１０において制御装置を時計回り方向に回転させる
と、後方スピーカに供給する信号を、前方スピーカに供給する信号よりも強くすることが
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できる（即ち、後方フェード機能）。加えて、後方スピーカに供給する信号は、左前方、
中央、および右前方入力信号の成分を有することも可能である。実施態様によっては、前
方および／または後方スピーカに供給する信号は、低周波効果入力信号からの情報も含ん
でもよい。
【００３５】
　前方および後方スピーカの相対的出力レベルを調節するためには、種々の方法が可能で
ある。後方フェーディングを想定した場合、時計回り方向に１ステップ回転制御を行う毎
に、１）前方スピーカに供給する信号を変化させずに保持し、後方スピーカに供給する信
号を増強し、２）前方スピーカに供給する信号を減衰させ、後方スピーカに供給する信号
を変化させずに保持し、３）前方スピーカに供給する信号を減衰させ、後方スピーカに供
給する信号を増強することによって、フェーディングを遂行することができる。
【００３６】
　位置１および位置４の間にある前方フェーディング領域２１５では、後方スピーカ（Ｓ
Ｌ－Ｓ１１０、ＳＲ－Ｓ１３０、およびＬＦＥ－Ｓ１２０）の前方スピーカ（ＦＬ－Ｓ８
０、ＲＦ－Ｓ１００、およびＣ－Ｓ９０）に対する出力レベルは、各調整ステップ毎に調
節することができる。この調節は、異なるスピーカに印加する信号を処理することによっ
て行うことができる。回転制御装置の動作範囲の前方フェーディング領域２１５の部分で
制御装置を作動させる場合、サラウンド・レベル制御領域２０５（例えば、位置５から１
１までの範囲）および後方フェーディング領域２１０（例えば、位置１２から１５までの
範囲）において実行する機能とは異なる機能を実行することもできる。
【００３７】
　例えば、前方フェーディング領域において制御装置を反時計回り方向に回転させると、
前方スピーカに供給する信号を後方スピーカに供給する信号よりも強くすることもできる
（即ち、前方フェード機能）。加えて、前方スピーカに供給する信号は、左サラウンドお
よび右サラウンド入力信号の成分を有することもできる。また、後方スピーカに供給する
信号は、前方入力信号からの情報を含むこともできる。実施態様によっては、前方および
／または後方スピーカに供給する信号は、低周波効果入力信号からの情報を含むこともで
きる。前方フェーディング領域２１５における動作では、信号の結合は、後方フェーディ
ング領域２１０における動作と比較して、異なる方法で実行することができる。例えば、
後方フェーディング領域２１０における動作の結果、後方スピーカに供給される信号は前
方スピーカの成分をかなり有することができ、一方前方フェーディング領域２１５におけ
る動作の結果、前方スピーカに供給される信号は比較的少ないサラウンド・スピーカ成分
を有することができる。
【００３８】
　前方および後方スピーカの相対的出力レベルを調節するには種々の方法が可能である。
前方フェーディングを想定した場合、反時計方向回りの１ステップ回転制御を行う毎に、
１）後方スピーカに供給する信号を変化させずに保持し、前方スピーカに供給する信号を
増強し、２）後方スピーカに供給する信号を減衰させ、前方スピーカに供給する信号を変
化させずに保持し、３）後方スピーカに供給する信号を減衰させ、前方スピーカに供給す
る信号を増強することによって、フェーディングを遂行することができる。
【００３９】
　図３は、図２に示した制御装置の各位置毎に、各スピーカに供給する種々の入力信号お
よび信号レベルの制御パラメータ・チャート２５０の一例を示す。制御装置は、例えば、
車両におけるサラウンド・サウンドの応用に用いることができる。選択したスピーカに供
給するサラウンド信号レベルを、第１動作領域において制御する。他の領域では、可変の
相対的レベルおよび絶対的レベルを用いて種々の信号を混合（加算）し、次いで選択した
スピーカに供給する。図３の制御パラメータ・チャート２５０は、図１に示すような、６
スピーカ・サラウンド・サウンド構成における信号のミキシングを行い、対応する制御パ
ラメータ値を供給する。これは、図２に示した回転制御装置を用いる。チャート２５０の
横軸２５５は、図２に示したような制御位置１～１５を表す。チャート２５０の縦軸２６
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０は、図１に示したような６つのスピーカ（ＦＬ－Ｓ８０、ＦＲ－Ｓ１００、Ｃ－Ｓ９０
、ＳＬ－Ｓ１１０、ＳＲ－Ｓ１３０、およびＬＦＥ－Ｓ１２０）を表す。チャート２５０
は、サラウンド・レベルおよびフェーディング制御システムに可能な一実施態様を表す。
他の信号ミキシングの組み合わせやパラメータ値も用いることができる。
【００４０】
　図３における各セル（升目）は、各スピーカおよび各制御装置位置において互いに混合
される離散信号を示す。また、各セルは、各スピーカおよび各制御装置位置において離散
信号に適用すべき制御パラメータも示す。制御パラメータは、元の入力信号に対する利得
変化を表す。例えば、左前方スピーカ８０では、制御を位置１（図２参照）に設定した場
合、離散左前方およびサラウンド左信号（ＦＬおよびＳＬ）に、それぞれ、個々の利得変
化０ｄＢおよび－１．５ｄＢを用いて処理し（セル２８０に示す通り）、次いで互いに混
合する（加算する）。混合信号を左前方スピーカ８０に供給する。左サラウンド・スピー
カ１１０では、制御装置を位置１２（図２参照）に設定した場合、離散左前方、中央、お
よびサラウンド左信号（ＦＬ、Ｃ、およびＳＬ）を、各々、特定の利得変化－１．５ｄＢ
（セル２９０に示す通り）を用いて処理し、次いで互いに混合する。そして、混合信号を
左サラウンド・スピーカ１１０に供給する。制御パラメータの値は、例えば、知覚される
音質の最適化および／または総合システム出力レベルの一定維持に関するある種の判断基
準に応じて選択するとよい。
【００４１】
　サラウンド・レベル制御領域２０５（時計回り方向に位置５および１１の間）では、サ
ラウンド入力信号および前方入力信号は、離散状で保存される。即ち、信号のミキシング
は行われず、他の信号に対するサラウンド信号の利得変更のみが実施される。制御装置を
位置８に設定すると、離散信号の全てが、利得変更なく、対応するスピーカに受け渡され
る。位置８から、時計回り方向に１ステップ回転する毎に、１つまたは複数のサラウンド
信号レベル（ＳＬおよびＳＲ信号）が、１．５ｄＢのような所定量だけ上昇する。位置９
において、左および右サラウンド信号（ＳＬおよびＳＲ）の利得は１．５ｄＢ上昇し（セ
ル２８７－１および２８７－２参照）、一方その他の離散信号は変化なく通過する。時計
回り方向の回転が１ステップ増加する毎に、左および右サラウンド信号の利得は更に上昇
する。この実施態様の例では、位置１０から位置１１に移動するとき、左および右サラウ
ンド信号（ＳＬおよびＳＲ）の双方には、２ｄＢの利得変化がある。このように、各制御
ステップ毎に得られる信号の増強または減衰は、一定である必要はない。いずれの特定の
実施態様において用いられる値も、システムおよび聴取環境の仕様からの予測に応じて選
択することができる。
【００４２】
　同様に、位置８から開始して、反時計方向に１ステップ回転する毎に、左および右サラ
ウンド信号の１つまたは複数のレベル（ＳＬおよびＳＲ信号）が、１．５ｄＢのような、
所定量だけ低下する。この例では、位置７において、左および右サラウンド信号（ＳＬお
よびＳＲ）の利得変化は、－１．５ｄＢ（セル２８８－１および２８８－２参照）となり
、他の信号は全て変更なく通過する。反時計方向の回転が１ステップ増加する毎に、左お
よび右サラウンド信号の利得は更に減衰する。
【００４３】
　後方フェーディング制御領域２１０（時計方向回りに位置１２および１５の間）におい
て、時計回り方向に１ステップ回転する毎に、音像を後方にフェードさせる。この範囲に
おける動作では、制御装置が関与する信号処理を受けたオーディオ信号は、もはや離散的
に維持されていない。例えば、オーディオは離散的なマルチチャネル・サラウンド・サウ
ンドを表すのではなく、代わりに何らかの方法で信号は混合されている。しかしながら、
サラウンド・サウンド情報の全ては依然として存在する。
【００４４】
　位置１２（図２参照）から、時計方向に１回転する毎に、後方スピーカ１１０および１
３０（ＳＬ－ＳおよびＳＲ－Ｓ）に供給する信号を、前方スピーカ８０、９０、および１
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００（ＦＬ－Ｓ、ＦＲ－Ｓ、およびＣ－Ｓ）に供給する信号に対して、相対的に強くする
。特定的な実施態様を示すが、前方スピーカと後方スピーカとの間で相対的信号強度を調
節するためには種々の実施態様が可能であり、１）前方スピーカに供給する信号を変化さ
せずに維持し、後方スピーカに供給する信号を増強する、２）前方スピーカに供給する信
号を減衰させ、後方スピーカに供給する信号を変化させずに維持する、３）前方スピーカ
に供給する信号を減衰させ、後方スピーカに供給する信号を増強する等があげられる。こ
れらの方法のいずれでも、単独であれ組み合わせであれ、フェード機能を実行するために
用いることができる。図示した例では、位置１２から１５までの領域における時計回りの
回転ステップに対して、後方スピーカに供給する信号の強度を変化させずに維持し、前方
スピーカに供給する信号の強度を低下させる。
【００４５】
　この例では、位置１３において、離散左前方信号（ＦＬ）を調節して８ｄＢ減衰させ、
離散サラウンド左信号（ＳＬ）を調節して１０ｄＢ減衰させ、２つの調節した信号を混合
して、左前方スピーカ（ＦＬ－Ｓ）に供給する（セル２９５－１に示す通り）。別の実施
形態では、左前方およびサラウンド左信号（ＦＬおよびＳＬ）を、同じ大きさ、例えば８
ｄＢだけ減衰させてもよい。このような場合、信号を共に混合するのは、減衰の後ではな
く、前にすることができる。言い換えると、左前方およびサラウンド左信号（ＦＬおよび
ＳＬ）を同じ大きさ（例えば、８ｄＢ）だけ減衰させる場合、その実施態様では、事前の
調節を全く行うことなく、左前方およびサラウンド左信号（ＦＬおよびＳＬ）を左前方ス
ピーカ（ＦＬ－Ｓ）に供給することができる。代わりに、左前方スピーカ８０の出力を調
節して、信号ＦＬおよびＳＬ双方に同じ８ｄＢの減衰を行うこともできる。このように、
信号を混合するという想定における信号の調節は、全ての混合信号に対する調節量が同一
である場合、信号プロセッサまたは信号を供給するスピーカのいずれかで行うことができ
る。同様に、離散信号を想定した場合（中央スピーカ９０（Ｃ－Ｓ）に供給する信号等）
、信号調節は、信号プロセッサ、または当該信号を供給するスピーカのいずれかで行うこ
とができる。
【００４６】
　位置１３では、サラウンド・スピーカに対して、前方スピーカと比較して、異なる調節
および混合を実行する。例えば、離散左前方信号（ＦＬ）を調節して１．５ｄＢだけ減衰
させ、離散中央信号（Ｃ）を調節して１．５ｄＢだけ減衰させ、離散サラウンド左信号（
ＳＬ）を調節して１．５ｄＢだけ減衰させ、３つの調節した信号を混合し、左サラウンド
・スピーカ１１０（ＳＬ－Ｓ）に供給する（セル２９５－２に示す通り）。
【００４７】
　位置１５では、前方スピーカ８０、９０、および１００（ＦＬ－Ｓ、ＦＲ－ＳおよびＣ
－Ｓ）に供給する信号全てを調節し、６０ｄＢ減衰させる（セル２９５－３、２９５－４
、および２９５－５に示す通り）。この場合、事実上前方スピーカから出るサウンドは聞
き取ることはできない。一方、後方スピーカ１１０および１３０（ＳＬ－ＳおよびＳＲ－
Ｓ）に供給する信号は、それらの元のレベルに設定し直され、未調節の前方信号と組み合
わせられる（セル２９５－６および２９５－７に示す通り）。
【００４８】
　前方フェーディング制御領域（時計回りに位置１および４の間）では、反時計方向に１
ステップ回転する毎に、音像を前方にフェードさせる。この範囲の動作では、制御装置が
関与する信号処理を受けた信号は、離散的には維持されていない。例えば、オーディオは
、離散マルチチャネル・サラウンド・サウンドではなく、代わりに、何らかの態様で混合
した入力信号を用いる。しかしながら、サラウンド・サウンド情報の全ては依然として存
在する。
【００４９】
　位置４から、反時計回り方向に１ステップ回転する毎に、前方スピーカ８０、９０、お
よび１００（ＦＬ－Ｓ、ＦＲ－ＳおよびＣ－Ｓ）に供給する信号を、後方スピーカ１１０
および１３０（ＳＬ－ＳおよびＳＲ－Ｓ）に供給する信号よりも相対的に強くする。この
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例では、前方スピーカに供給する前方信号（ＦＬおよびＦＲ）の強度を変更せずに維持し
、前方スピーカに供給するサラウンド信号（ＳＬおよびＳＲ）の強度を、反時計回り方向
に１ステップ回転する毎に、全体的に高める。同時に、位置４から１までの領域において
、反時計方向に回転するステップに合わせて後方スピーカに供給する信号の強度を低下さ
せる。しかしながら、前方スピーカと後方スピーカとの間で相対的な信号強度を調節する
には種々の実施態様が可能であり、１）後方スピーカに供給する信号を変化させずに保持
し、前方スピーカに供給する信号を増強する、２）後方スピーカに供給する信号を減衰さ
せ、前方スピーカに供給する信号を変化させずに保持する、３）後方スピーカに供給する
信号を減衰させ、前方スピーカに供給する信号を増強する等があげられる。これらの方法
のいずれでも、単独であれ組み合わせであれ、フェード機能を実行するために用いること
ができる。
【００５０】
　前方フェーディング制御領域の具体的な一例として、位置３において、離散左前方信号
（ＦＬ）が、全く調節を受けずに（０ｄＢの制御パラメータを有する）、通過し、離散サ
ラウンド左信号（ＳＬ）を調節して３ｄＢ減衰させ、２つの調節した信号を混合し、左前
方スピーカ８０（ＦＬ－Ｓ）に供給する（セル２８５－１に示す通り）。別の実施態様で
は、左前方およびサラウンド信号ＦＬおよびＳＬを、同じ大きさ、例えば３ｄＢだけ減衰
させることもできる。この場合、信号を共に混合するのは、減衰の後ではなく、減衰の前
でも可能である。また、位置３において、離散左前方信号（ＦＬ）を調節して９ｄＢだけ
減衰させ、離散サラウンド左信号（ＳＬ）を調節して１３ｄＢだけ減衰させ、調節した信
号を混合し、左サラウンド・スピーカ１１０（ＳＬ－Ｓ）に供給する（セル２８５－２に
示す通り）。
【００５１】
　位置１において、後方スピーカ１１０および１３０に供給する全ての信号（ＳＬ－Ｓお
よびＳＲ－Ｓ）を調節して６０ｄＢだけ減衰させる（セル２８５－３および２８５－４に
示す通り）。この状況では、事実上後方スピーカから出るサウンドを聞き取ることはでき
ない。
【００５２】
　サラウンド・レベル制御領域と後方フェーディング制御領域の間にある遷移領域（図２
では時計回り方向に位置１１および１２の間）は、サラウンド信号レベル制御機能および
後方フェード制御機能の間の遷移領域として作用する。同様に、サラウンド・レベル制御
領域および前方フェード制御領域の間にある遷移領域（図２では反時計回り方向に位置５
および４の間）は、サラウンド信号レベル制御機能および前方フェード制御機能の間の遷
移領域として作用する。これらの遷移領域を用いると、制御機能間の遷移を可能な限り円
滑に行うことができるようになる。この円滑さを達成するには、サラウンド・レベル制御
およびフェーディング機能間で切り換えを行うときにシステムの出力レベルをほぼ一定に
保持し、非混合信号および混合信号間の遷移を可能な限り連続的に行うことによって可能
となる。
【００５３】
　図４は、サラウンド・レベル制御領域および後方フェーディング制御領域間の遷移領域
の分解能を高める制御方式３００を表す図を示す。同様の制御方式は、サラウンド・レベ
ル制御領域および前方フェーディング制御領域の間にある遷移領域にも用いることができ
る。分解能精細化制御方式３００は、複数の中間制御位置１’、２’、．．．、および３
’を含む。各中間制御位置は、ミキシングの中間レベルおよび位置１１および１２に対す
る中間システム出力レベルを表すことができる。
【００５４】
　図５は、図４に示した制御装置の各中間位置毎に、各スピーカに印加する種々の入力信
号および信号レベルの制御パラメータ・チャート５００の一例を示す。このチャートは、
位置１１および１２間の遷移領域に対する信号のミキシング、ならびに対応する利得制御
パラメータ値を表す。簡略化のため、位置１１および１２間には３つの精細中間ステップ
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があると想定するが、中間制御位置には他の数も使用可能である。チャート５００の横軸
５０５は、図４に示す中間制御位置１’～３’を表す。チャート５００の縦軸５１０は、
図１に示した６つのスピーカ（ＦＬ－Ｓ８０、ＦＲ－Ｓ１００、Ｃ－Ｓ９０、ＳＬ－Ｓ１
１０、ＳＲ－Ｓ１３０、およびＬＦＥ－Ｓ１２０）を表す。チャート５００は、サラウン
ド・レベルおよびフェーディング制御システムの遷移領域に可能な１つの実施態様を表す
。他の信号ミキシングの組み合わせやパラメータ値も使用可能である。
【００５５】
　前方スピーカでは、時計回り方向に１ステップずつ回転する毎に、離散左前方、右前方
、および中央信号（ＦＬ、ＦＲおよびＣ）が減衰する。サラウンド左およびサラウンド右
信号（ＳＬおよびＳＲ）を左前方および右前方信号（ＦＬおよびＦＲ）にそれぞれ加算し
、１ステップ回転する毎に増強する。後方スピーカでは、離散左前方および右前方信号（
ＦＬおよびＦＲ）をサラウンド左およびサラウンド右信号（ＳＬおよびＳＲ）にそれぞれ
加算する。加えて、中央信号（Ｃ）を、サラウンド左およびサラウンド右信号（ＳＬおよ
びＳＲ）に等しく加算する。左前方、右前方、および中央信号（ＦＬ、ＦＲ、おおびＣ）
を、１ステップ回転する毎に増強し、離散サラウンド左およびサラウンド右信号（ＳＬお
よびＳＲ）を各ステップ毎に減衰させる。
【００５６】
　左前方スピーカ８０（ＦＬ－Ｓ）では、位置１１から１２に遷移すると、離散左前方信
号（ＦＬ）が位置１１における０ｄＢ（セル６００－１に示す通り）から位置１２におけ
る－４ｄＢ（セル６００－２に示す通り）まで徐々に減衰する。サラウンド左信号（ＳＬ
）は、当初位置１’において相対利得－６０ｄＢ（辛うじて聞き取れる程度）で、離散左
前方信号（ＦＬ）と徐々に混合し、時計方向に１ステップ回転する毎にサラウンド左信号
の利得を増大させ、位置１２において－６ｄＢに達する。
【００５７】
　左サラウンド・スピーカ１１０（ＳＬ－Ｓ）では、時計回り方向に位置１１から１２に
遷移すると、位置１１における５ｄＢの相対利得（セル６１０－１に示す通り）から、位
置１２における－１．５ｄＢまで徐々にサラウンド左信号（ＳＬ）を減衰させることがで
きる。遷移が進むに従って、左前方および中央信号（ＦＬおよびＣ）が徐々に離散サラウ
ンド左信号（ＳＬ）と混合していく。具体的には、離散左前方および中央信号（ＦＬおよ
びＣ）は、位置１’における－６０ｄＢの相対利得から開始して、徐々に混合され、左前
方および中央信号（ＦＬおよびＣ）の利得は、時計回り方向に１ステップ回転する毎に増
大して行き、位置１２において－１．５ｄＢとなる（セル６１０－２に示す通り）。遷移
領域には他の実施態様も可能である。例えば、他のパラメータ値を用いてもよく、代わり
のミキシング方法を用いてもよい。
【００５８】
　サラウンド・レベル制御および前方フェーディング制御間の第２遷移領域は、図５に示
した遷移方法と同様の方法を用いることができる。
　本発明の実施形態を多数説明した。しかしながら、種々の変更も可能であることは理解
されよう。例えば、主に自動車聴取環境に関連付けて本システムおよび技法について説明
したが、本システムおよび技法は他の聴取環境にも応用可能である。加えて、制御パラメ
ータに関してある種の例を説明したが、本システムおよび技法は、２つ以上の制御領域を
用いるその他の制御パラメータと共に用いて、各制御領域毎に異なる制御機能を適用する
こともできる。したがって、他の実施形態も特許請求の範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】図１は、自動車聴取環境におけるマルチチャネル離散サラウンド・サウンド・シ
ステムのブロック図である。
【図２】図２は、サラウンド・サウンド・システムにおいて用いることができる自由度１
のコントローラの回転制御図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図２に示す制御装置の各位置に対して、各スピーカに印加する種々
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【図３Ｂ】図３Ｂは、図２に示す制御装置の各位置に対して、各スピーカに印加する種々
の入力信号および信号レベルのチャートの一例である。
【図４】図４は、サラウンド・レベル制御領域と後方フェーディング制御領域との間にあ
る遷移領域の分解能を高めた制御方式を表す図である。
【図５】図５は、図４に示す制御装置の各中間位置に対して、各スピーカに印加する種々
の入力信号および信号レベルのチャートの一例を示す図である。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５】



(17) JP 4597542 B2 2010.12.15

10

フロントページの続き

(72)発明者  トーブ・バークスデール
            アメリカ合衆国マサチューセッツ州０１７４０，ボルトン，クウェーカー・レーン　５５
(72)発明者  クリストファー・ルドウィグ
            アメリカ合衆国マサチューセッツ州０１５３２，ノースボロ，ホイットニー・ストリート　２２３

    審査官  井出　和水

(56)参考文献  特開２００１－２６８７００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３５４６００（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｓ　　　１／００　　　　－　Ｈ０４Ｓ　　　７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

